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R4年 11月理事会資料(第 8期第 4回) 

11月修繕委員会報告              

2022-11-26  修繕委員 稲吉 cc稲垣 

(1) 鉄部塗装工事報告書（別添） 

(2) 長期修繕計画について 

・長期修繕計画作成ガイドライン（国交省）： 

長期修繕計画の見直し 

長期修繕計画は、次に掲げる不確定な事項を含んでいますので、５年程度ごとに調査・診断を行い、

その結果に基づいて見直すことが必要です。なお、見直しには一定の期間（おおむね１～２年）を要す

ることから、見直しについても計画的に行う必要があります。また、長期修繕計画の見直しと併せて、修

繕積立金の額も見直します。 

① 建物及び設備の劣化の状況 

② 社会的環境及び生活様式の変化 

③ 新たな材料、工法等の開発及びそれによる修繕周期、単価等の変動 

④ 修繕積立金の運用益、借入金の金利、物価、工事費価格、消費税率等の変動 

 

・本マンションの場合、次回見直し：2025年総会。 

2024年（第 10期）の理事会で調査・診断結果を反映した案を完成させる (2024年 6月)。 

国のガイドに従い見直しに１～２年掛けると、以下。 

2022     2023      2024     2025   ①8期：見直し着手。調査・診断費用予算化 

 |<- 8期 ->|<- 9期 ->|<- 10期->|     ②9期：診断実施。原案作成(15年 x4回?) 

     ③10期：原案推敲。最終案作成 

                     ＊主要内容：周期の 15年~18年化。積立金増(P2)。                        

                           （尚、管理会社との契約は 2024年 8月 31日まで）    

・管理規約にも修繕関連事項があり、法改正の内容を反映する必要がある。 

第 28条 修繕積立金、第 32条 業務、第 43条 招集手続、第 47条 総会の会議 

及び議事、第 48条 議決事項  など 

その他、外部役員、理事・監事の業務、電磁的方法など変更点多数。 

・第 8期理事会で実施して頂きたいこと 

-管理規約の改正（国の標準管理規約＋現行管理規約必要事項＋電磁的方法の細則）、 

総会提案、製本費用の予算化 

-修繕計画の見直し着手と調査・診断費用の予算化。 

国のガイドライン（計画と積立金）学習。講演会・勉強会実施（(一社)大規模修繕協議会などを利 

用(有料)、web参加）。 

計画見直しのための専門委員会立上と理事の参加。 

調査・診断コンサルタントの評価と費用予算化。 

   -「給水ポンプオーバーホール」大規模修繕積立金取崩案作成。総会提案。          

（３）ゴミ室美化  参考資料(P3) 
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